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八幡西区人口 25万3987人、世帯数11万1123世帯（平成29年5月1日現在）
北九州市人口 95万2129人（男44万8492人/女50万3637人）、世帯数42万8545世帯

●時間は24時間表記。
●料金について記載のない催しは
　入場無料（参加無料）。
●はがき・往復はがき・電子申請の
　応募方法は11ページを参照。
＃＝申し込み　♥＝問い合わせ
♦＝共通の内容　＊＝市の担当課
£＝ネット窓口（電子申請）0862・621八幡西区役所総務企画課 ☎642・1441（代表）　 編 集
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旧八
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無料相談
行政相談　国や県など
の苦情や要望に行政相
談委員が応じます。6月
22日㈭10～15時、八幡西区役所（黒崎
駅西側、コムシティ4階）で。♥同区役所
総務企画課広報広聴係☎642・0039へ。
楠橋地域交流センターの人権法律
相談　弁護士が応じます。6月22日㈭
13時30分～16時30分。先着6人。＃
電話で6月21日9時から同センター☎
617・0308へ。
交通事故相談　示談や損害賠償な
どの相談に交通事故相談員が応じま
す。6月27日㈫10～16時、八幡西区役
所（コムシティ4階）で。定員5人。＃電
話で6月26日15時30分までに安全・
安心相談センター（交通事故相談）☎
582・2511へ。事前に予約が必要。
法律人権相談　弁護士と人権擁護
委員が応じます。7月4日㈫13時30分
～16時30分、八幡西区役所（コムシ 
ティ6階）で。先着30組。＃電話で7月 
3日8時30分から同区役所総務企画
課広報広聴係☎642・0039へ。
きこえとことばの教育相談　聴覚障
害に関する各種相談に教育相談担当
が応じます。施設見学も可。毎週火・
金曜日の9～17時、小倉聴覚特別支援
学校（小倉北区三郎丸二丁目）で。対

象は聞こえや言葉の発達で悩んでい
る、困っている子どもを持つ保護者な
ど。事前に＃が必要。♥同学校☎921・
3600（土・日曜日、祝・休日を除く8時
30分～17時）、FAX931・9904へ。

黒崎とことこバル
　黒崎商店街一帯の約80店舗で使え
る「バルチケット」を販売します。使用
期間は6月21日㈬～23日㈮の参加店
舗営業時間内で。期間中、使わなかっ
たチケットは6月26日㈪まで金券とし
て使用できます。参加店舗は飲食店、
生鮮店、菓子店など。バルチケット1冊
3000円（600円×5枚綴り）。チケット
販売場所・参加店舗など詳細は黒崎
とことこバル実行委員会☎616・6846
へ。＊八幡西区役所総務企画課企画
係☎642・1441内線260。

男女共同参画 
地域フォーラム

　地域防災についての講演会。講師
は一般社団法人コミュニティシンクタ
ンク北九州理事・西村健司さん。7月 
1日㈯10～12時、永犬丸市民センター 

（美原町）で。♥八幡西区役所コミュニ
ティ支援課☎642・1441内線642へ。

「八幡１００年の歩み」写真展
　旧八幡市制100周年を記念し、当
館の所蔵品から明治以降に撮影され

た写真約90点。7月11日㈫までの
9～18時、黒崎歴史ふれあい館（黒
崎駅西側、コムシティ1階）で。♥八幡
西区役所総務企画課企画係☎642・
1441内線260へ。

ワード3級検定講座
　7月28日～9月29日のおおむね毎週
火・金曜日（全17回）14～16時、木屋瀬
地域交流センターで。対象はパソコン
の基本操作ができる人。定員10人。検
定料など7500円。検定は9月29日㈮。
＃往復はがき（1人だけ）に基本事項と
駐車場使用の有無を書いて7月10日
までに同センター（〒807-1262八幡西
区野面一丁目8-35、☎617・7980）へ。

スポーツ体験会
ベビ ー ダンス　6月29日㈭10時30
分～12時。対象は首が座った0歳3カ
月～1歳と保護者。先着15組。参加費 
1組1000円。

チェアヨガ　椅子を使います。6月29
日㈭13時30分～15時と7月1日㈯10
～11時30分。対象は18歳以上。先着
各日10人。参加費800円。
　♦桃園球場内スタジオ（八幡東
区桃園）で。＃6月17日から桃園スポ
ーツ施設管理事務所☎671・3503へ。

夏休みジュニア水泳教室
　段階に応じクラ
ス分けをし、泳法
を学びます。7月24
日 ㈪ ～8月4日 ㈮ 

（ 全10回。7月29日
㈯・30日㈰を除く）
の9～10時、折尾スポーツセンター 
で。対象は小学3～6年生。定員30人。 
保険料など4000円。＃往復はがき 

（1人だけ）に基本事項と参加経験の
有無を書いて7月5日までに同セン 
ター（〒807-0874八幡西区大浦三丁
目9-1、☎691・0812）へ。

7月の検診日
若者健診　対象は18～39歳。受診料
1000円。
結核・肺がん検診　対象は40歳以上。
喀
かくたん

痰検査だけ900円。
前立腺がん検診　対象は50歳以上
の男性。受診料1000円。
大腸がん検診　対象は40歳以上。受
診料500円。
肝炎ウイルス検査　対象は過去に検
査したことがない人。

骨粗しょう症検診（5・13・19日だけ実
施）　対象は18歳以上。受診料1000
円。
特定健診　対象は
来年3月31日までに
40～74歳になる国
民健康保険加入者。国民健康保険証
と特定健診受診券が必要。
　♦13時30分～15時。▲

陣原市民センター＝5日㈬▲

本城市民センター＝12日㈬▲

黒畑市民センター＝13日㈭▲

八児市民センター＝19日㈬▲

則松市民センター＝27日㈭

健康だより
八幡西区役所 ☎642・1441

平成29年
2017156/

　明治22年（1889年）4月、尾倉村・大蔵村・枝光村の三村合併により誕生し
た「八幡村」。当時の八幡は、洞海湾に面して塩田の広がる、人口2000人ほど
の小さな村にすぎませんでした。
　この八幡村に転機が訪れたのは明治28年（1895年）。帝国議会において

「製鐵所設立建議案」が可決し、全国各地では誘致の声があがったのです。
八幡村でも同様に誘致運動を繰り広げ、地元有力者や村長たちの努力が功
を奏し、明治30年（1897年）製鐵所の建設地が「八幡村」に決定したのです。
　その後、町制施行により「八幡町」となった翌年、明治34年（1901年）に高炉
の火入れが行われ、我が国初となる銑鋼一貫の「官営八幡製鐵所」が創業を
開始。「鉄の街・八幡」の歴史が始まりました。

旧八幡市制100周年トピックス
第1回・八幡誕生

▲八幡市役所（大正１０年頃） ▲黒崎町役場


